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ブラジルの工業化の進展状況を国内総生産 (GDP) の産業部門別構成によってみると， 1982 
年には第 1 表のとおり第一次産業が11.7パーセント，第二次産業が35.4パーセシト，第三次産
業が52.9パーセントであり，農業に替って鉱工業の総生産がかなり大きな地位を占めているこ
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ブラジノレの工業化の進展と中小工業の課題
第 1 表産業部門別の GDP 構成(克〉
1 1960 1 附 1 1970 1 1975 1 1980 1 問(
第一次産業 1 23.0 1 19.0 1 11.7 1 9.7 1 8.8 1 11.7 
第二次産業 25.0 33.0 35.4 36. 8 38. 2 35.4 
(製造業〉 (26.0) (28.0) (29;0) (29.0) (27.0) 
第三次産業 1 52.0 1 48.0 I (52.9) 1 53.5 1 53.0 1 52.9 
(注) Baer, da Fonseca & Guilhoto (1987) 
第 2 表産業部門別就業者構成
く%)
計 1 1960 1 附|側
室長次 1 48 1 49 I 30 
第産二業次 l 14 Il 門u 1| M 日
室長次 I 38 1 34 1 46 I 
(注) Baer, da Fonseca & 
Guilhoto (1987) 

























(9) 大原美範編『ブラジノレj] 1984 (科学新聞社) 222~230頁。




1949 1963 1975 1980 
重化学工業| 36.5 5. 1 61. 3 62.8 
く機械金属)I 23.0 37.0 41. 2 41. 3 
(化 学)I 13.5 18. 1 20. 1 21. 5 
軽工業| 63.5 44.9 38. 7 37.2 







基幹産業の代表的な鉄鋼業は組鋼生産量が1985年に20 ， 454千屯で世界第 7位，組立工業の代表
的な造船工業は同年竣工実績581千屯て守世界第 3 位，自動車工業は208千台の生産で第10位，機
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ブラジノレの工業化の進展と中小工業の課題
第 4表産業別輸出構成(百万ド‘ノレ， %) 
1970 1975 1980 1983 
計
100. 0 100.0 I 100.0 I 100.0 
農 産 物 53.6 28.4 19.9 17.6 
鉱 産 物 10.2 13.5 9.2 8.2 
製 z、tgt 口口 36.2 58. 1 70.9 74.1 
食料，飲料，たばこ l 18. 1 27.6 26.9 24.0 
繊 古住 2.6 7.6 7.1 8.0 
木材，木製品 3.9 1.6 1.9 1.4 
紙，紙製品 0.3 0.9 2.7 2.4 
化学製品 2.1 3.7 6.4 11. 9 
非鉄金属 0.4 0.5 0.8 0.5 
基礎金属 3.8 2.3 4.9 9.1 
金属製品 4.0 11. 5 18.6 15.3 
その他製造品 1.0 2.4 1.6 1.4 
(注〉 国際連合「貿易統計年鑑」
第 5 表産業別輸入構成(百万ド‘ル， %) 
1970 1975 1980 1983 
計 明 I (山〉 !(24961〉 l(15428〉
100. 0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 
食料，飲料 10.4 5.9 8. 2 8.0 
産業用供給品 36. 5 33.9 27.0 17.2 
l燃 料 12.2 25.3 43.0 55.8 
機 械 27.5 27.8 15. 7 12.0 
輸送機械 9.0 4.8 4.5 5.0 
j自 費 員オ 3.7 2.3 1.6 1.8 
そ の 他 0.6 0.1 0.1 0.2 
(注〉 国際連合「貿易統計年間」
別輸入構成を第 5 表によってみると， 1970年には産業用供給品，機械，輸送機械が全輸入額の
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¥ 芸員樹首\ 事業所|従業者|生産額|程話器|話基盤富|平均給与(…> l T人I (0億 Fノレゼイ戸It億 t7Jレゼイロ|ーロ|ーロ100 0(4 ,806(9 ,547> 3 ,911> 81381433 
100.0 I 100.0 I 100.0 
64.9 10. 5 3.0 3.1 21. 3 21. 3 
26.0 2. 0 15. 1 15.0 48.9 53. 7 
4.4 12.8 11.8 12.0 68. 1 71. 8 
3.1 20. 1 23.2 22.3 79.6 77.4 
1.0 15.0 20.2 20.0 95.8 86.8 
500~ 0.5 19.6 26.6 27.4 100.0 100.0 
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規模別生産性をみると，従業員 1 人当り付加価値生産性は従業員 500 人以上の工場に較べて50
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連邦政府は1988年 5 月 19 日に工業の近代化，技術力の向上と生産能力の拡大によってブラジ
ル工業の国際競争力を高めることを目的とした新工業政策を発表した。この政策を実施するた







(4)兵器 (5)精密機械 (6)戦略金属 (7)新素材 (8)バイオテクノロジー・プロセス (9)ファイン
・ケミカルをノ、ィテク産業として重要視しているが，さらにそれと併せて工業部門別総合計画
のなかに重化学工業分野における加工型工業の業種，とくに加工型工業の中小工業種や生活関
連の消費財工業における中小工業の業種を加えて，これらの業種の中小工業の育成，近代化が
計画的，組織的に促進されるような産業政策としての中小企業政策が望まれるのである。
このような積極的政策の実施には国民各層の理解と協力が必要である。連邦政府は中小企業
の国民経済における重要性を認識してきていたものの，国民経済のなかで中小企業をどのよう
に位置づけて，経済計画を樹立し，具体化する配慮に欠けていた。したがって，中小企業に対
する規定も明確にしていないが，これを契機に中小企業についての国民経済における正確な位
置づけをして，中小企業育成のための基本政策を明示する必要があろう。また当然のことなが
らこれらの産業政策としての中小企業政策を進めるために，すでに新工業政策であきらかにし
ているような各種の税の優遇措置もさることながら，金融的支援措置，さらには指導的支援が
積極的，効率的に行われるように中小企業指導センター (CEAG) などの機構の拡充もますま
す必要である。いずれにしても，重化学工業分野における加工型工業の中小工業や生活関連の
消費財工業の中小工業は重化学工業の発展を支える基礎的な産業であり，あるいは国民生活の
向上に不可欠な産業であり，これらの産業の振興がブラジル工業の安定，発展を約束するもの
であることを改めて認識し，このような産業政策としての中小企業政策を早急に実施すること
が望まれるのである。
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